つ. f* 

自分が 中 村 彝氏を 訪問した の は あとに も 先に もた だ 

一 度で ある。 

田中舘 先生の 肖像 を 頼む 事に 関して 何 かの 用向きで、 

中 村 清 二 先生の 御 伴 をして、 谷 中の 奥に その 仮寓 を尋 

ねて 行った。 それ は 多分 初夏の 頃であった かと 思う。 

谷 中の 台地から 田 端の 谷へ 面した 傾斜 地の 中腹に 沿う 

わんきょく 

彎曲した 小路 を はいって 行って 左側に、 小さな 荒物 

屋 だか、 駄 菓子屋 だかが あって、 そこの 二階が 当時の 

氏の 仮寓に なって いた。 

店の 向か つ て 右の 狭苦しい 入口から すぐに 二階へ 上 

がるので あつたかと 思う。 こういう 家に 通有な、 急 勾 



配で 踏めば ギ シギシ 音の する 階段であった。 段 を 上 

がった 処が六 畳く らい (？) の 部屋で 表の 窓 は 往来に 

面して いた。 その 背後に 三 畳 くら いの 小さな 部屋が 

あ つ て そこに は 蚊帳が 吊るして 寝床が 敷いた ままに 

も えぎ い ろ 

なって いた。 裏 窓から その 蚊帳 を 通して 来る 萌黄色の 

光に 包まれた この 小さな 部屋の 光景が、 何故か 今でも 

目について 忘れられない。 

どんな 用向きで どんな 話 をした か、 それが どういう 

風に 運んだ ので あつたか、 その 方の 記憶 は 完全に 消え 

てし まっている。 とにかく 簡単な 用事が 即座に 片附ぃ 

たのであった ろうと 思われる。 これに 反して 用事に 関 



ントが 一 番 面白い ようです」 と言われた ようであった- 

力す リ 

その 日の 中 村 氏 は 白地の 勝った 鉼 を 着て いたよう 

な 気がする。 穏やかで、 パッシ イヴで、 そして どこか 

涼しい 感じの する 人であった。 

中 村 氏が 田中舘 先生の 御宅へ、 最初の スケッチ をし 

に 来られた 時には、 自分 も 中 村 先生と 一緒に 見に 行つ 

た。 八つ切り くらいの スケッチブックへ 鉛筆で 簡単な 

スケッチ をした が、 それ は 普通の 意味の 似顔と して は 

あまりよ く 似て はいなかった。 その 時 自分の 感じた 事 

は、 そ の 鉛筆 画が 普通 の ァカデ ミ ッ クなデ ッ サンと は 

どこか 行き方が 違って いると いう 事であった。 



して 如何にも 疲れ切って 大儀な からだ を 無理に 元気 を 

出して、 捨鉢に 歩いて でもい るよう な 気がした。 何 だ 

かいたいた しいよう な 心地が した。 黒の 中 折 を 冠った 

下から 黒い 髪の毛が 両耳の 上に 少し かぶ さって いたよ 

うに 思う。 こんな 記憶が 今 かな リ はっきり 浮んで 来る 

が、 これが 果して 事実であった のか、 あるいは 覚え 違 

いで あるか も 分らない。 

(大正 十四 年 六月 『木星』) 
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